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資料１

奈良県 土木部

移動ニーズに応じた

交通サービスの実現について
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1 県民の移動ニーズ1 県民の移動ニーズ
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0～14歳人口（年少人口） 15～64歳人口（生産年齢人口） 65歳以上人口（老年人口） 総数

（千人） 国勢調査実績値 H17ベース推計値
167千人(▲14％) 299千人(▲28％)（（（（24.024.024.024.0％）％）％）％） （（（（34.834.834.834.8％）％）％）％） Ｈ22県内町村部の人口約29万人と同程度

総人口はH12をピークに
約27万人減少

生産年齢人口はH7をピークに
約34万人減少年少人口は減少の一途をたどり、H7から
約12万人減少

（１） 奈良県の人口推移

1資料：国勢調査（昭和55年～平成22年）、国立社会保障・人口問題研究所（平成27年～平成42年）※国勢調査実績値については、総人口を各年齢比率で案分して年齢不詳人口を補正している注）千人単位の表記により数値が合わない場合がある

１ 県民の移動ニーズ１ 県民の移動ニーズ

○通勤や通学にかかる人口（生産年齢人口、年少人口）は、平成平成平成平成７７７７年年年年から平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年にかけて

約約約約１４１４１４１４％％％％減少減少減少減少しており、今後、平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年から平成平成平成平成４２４２４２４２年年年年にかけて約約約約２８２８２８２８％％％％減少減少減少減少するものと推計

される。

○６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上のののの高齢者高齢者高齢者高齢者のののの人口人口人口人口は増加傾向となっており、高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率はははは平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年のののの約約約約２４２４２４２４％％％％が

平成平成平成平成４２４２４２４２年年年年にはにはにはには約約約約３５３５３５３５％％％％になるものと推計される。

【奈良県の人口推移】
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31.530.47.3 14.6 22.16.4 24.210.6 6.9 4.0 8.0

44.647.051.9 35.1 14.256.0 33.048.619.846.8 21.9
8.8

0.12.2
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24.9

バス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒歩 その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例三宅町田原本町曽爾村御杖村高取町明日香村上牧町王寺町広陵町河合町吉野町大淀町下市町天川村上北山村川上村東吉野村

合計3150.20.132101917152710.10.10.030.2

○平成２２年度の自動車分担率は、平成１２年と同水準（約４４％）で、自動車交通自動車交通自動車交通自動車交通のののの増加増加増加増加にかげりにかげりにかげりにかげり

がみられる。

○主に鉄道駅鉄道駅鉄道駅鉄道駅をををを利用利用利用利用するするするするためのためのためのための交通交通交通交通

手段手段手段手段として、橿原市橿原市橿原市橿原市、生駒市生駒市生駒市生駒市、葛葛葛葛

城市城市城市城市、三郷町三郷町三郷町三郷町や王寺町王寺町王寺町王寺町で、徒歩徒歩徒歩徒歩のののの

割合割合割合割合がががが約約約約６６６６割割割割と高くなっている。

○一方、安堵町安堵町安堵町安堵町、三宅町三宅町三宅町三宅町、斑鳩町斑鳩町斑鳩町斑鳩町、

田原本町田原本町田原本町田原本町では、自転車自転車自転車自転車のののの割合割合割合割合がががが高高高高

くくくくなっている。
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14.915.813.015.917.614.39.514.614.915.615.913.611.310.610.916.016.2

バス0.6 自動車

7.2

4.8 自動二輪・原付2.02.3
2.4

自転車 徒歩 その他 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例奈良市大和高田市大和郡山市天理市橿原市桜井市五條市御所市生駒市香芝市葛城市宇陀市山添村平群町三郷町斑鳩町安堵町川西町

合計3303662327629810944415130.311161745

（２） ①交通手段から見た人の動き

【代表交通手段の推移（平日）】

【市町村別の鉄道端末手段
※
構成（平日）】

2

単位単位単位単位：％：％：％：％合計合計合計合計ははははﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚数数数数：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日 単位単位単位単位：％：％：％：％合計合計合計合計ははははﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚数数数数：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日

※鉄道端末手段：鉄道駅へ行くため、あるいは鉄道駅から降りてからの交通手段の構成トリップエンド：１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側と到着側をそれぞれ「トリップエンド」という。不明：トリップ目的や交通手段等で記入漏れなどで不明となっているもの。注）黒滝村、野迫川村、十津川村、下北山村については該当サンプルなし千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）
874(15.9)890(15.5)961(17.5)
鉄道

106(1.9)139(2.4)175(3.2)
バス

2,406(43.7)2,513(43.9)1,822(33.2)自動車
179(3.2)241(4.2)

321(5.8)自動二輪・原付
549(10.0)661(11.5)

706(12.9)自転車
977(17.7)1,279(22.3)1,493(27.2)徒歩

10(0.2) 5(0.1)
7(0.1)その他
409(7.4)
不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年
合計5,4845,7275,509

単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％



※帰宅を除き、第３回調査圏域内の集計注）千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）

（２） ②目的から見た人の動き

○出勤出勤出勤出勤、、、、登校登校登校登校やややや業務目的業務目的業務目的業務目的ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向にある。

○買買買買いいいい物物物物、、、、通勤通勤通勤通勤、、、、観光等観光等観光等観光等のののの自由目的自由目的自由目的自由目的ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向となっている。

【目的構成の推移】

3

単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％
 出勤
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(16.2)
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    自由

1,249

(40.2)

1,568

(47.3)

1,578

(49.1)

不明

147

(4.6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成2年

平成12年

平成22年

合計

3,108

3,317

3,211

＊自由目的：買物、通院、食事・社交・娯楽、散歩、観光、保養、スポーツ等



注）千トリップエンド単位や小数表記により数値が合わない場合がある資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査速報版（第３回調査圏域内の集計）

（３） 年齢階層別の人の動き

○６５６５６５６５歳未満歳未満歳未満歳未満ののののトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは減少減少減少減少、６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上でででで大幅大幅大幅大幅にににに増加増加増加増加。

○６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上では、各移動手段各移動手段各移動手段各移動手段ともともともともトリップトリップトリップトリップ数数数数はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向にあるが、自動車自動車自動車自動車のののの増加増加増加増加割合が著しい。

○全年齢で徒歩徒歩徒歩徒歩のののの割合割合割合割合がががが減少減少減少減少。

○女性女性女性女性のののの自動車自動車自動車自動車のののの割合割合割合割合がががが増加増加増加増加。

【年齢別代表交通手段の推移】

4

鉄道10(4.1)6(3.3)8(4.7) 390(30.8)362(29.4)292(30.1)13(17.7)20(13.8)22(9.6)3(11.1)4(10.9)7(7.6) 416(25.9)392(24.5)329(22.6)

バス12(4.9)6(3.3)7(4.2) 17(1.3)13(1.1)9(0.9)2(2.8)5(3.4)3(1.5) 2(8.0)3(8.2)3(3.6) 33(2.0)27(1.7)22(1.5)

自動車15(6.1)25(12.9)28(16.7) 590(46.5)621(50.6)440(45.4)20(26.6) 67(46.8)114(50.6)4(14.5) 12(31.4)38(41.6) 628(39.0)725(45.3)621(42.7)

自動二輪・原付

47(3.2) 54(3.4)63(3.9)3(3.0)2(5.9)2(7.3) 6(2.7) 7(5.2)8(10.7) 38(3.9) 45(3.6)53(4.2)0.3(0.2)1(0.3) 自転車

112(7.7) 110(6.9)116(7.2)8(9.2) 6(16.3)7(25.3) 17(7.7) 15(10.3)12(16.4) 66(6.8)61(5.0)57(4.5)21(12.1)28(14.9)40(16.6) 徒歩

212(14.5) 289(18.1)349(21.7)19(20.3) 10(27.1)9(33.5)36(15.9) 29(20.1)19(25.6)62(6.4) 125(10.2)
158(12.5)96(56.5)125(65.5)163(68.0) その他

3(0.2) 2(0.1)4(0.3)
2(0.2) 2(0.1)4(0.3)0.9(0.5) 0.2(0.1)

0.2(0.3)0.4(0.3)0.1(0.2)0.5(0.2) 0.1(0.3)0.2(0.2)

不明

110(7.5)
13(14.5)
27(11.8)
61(6.3)
9(5.1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年

5～ 14歳15～64歳65～74歳75歳以上年齢計

合計2391911691,2691,229969751432262737921,6101,6001,456

0.5

0.5

鉄道

253(16.8)256(16.0)291(18.9)6(6.7)3(7.6)2(7.3)
15(8.1)13(12.7)9(12.6)

226(20.9)233(18.4)270(22.3)6(4.1)7(3.6)10(4.5)
バス

32(2.1)47(2.9)60(3.9)
6(6.9) 6(13.9)3(12.1)5(2.7) 7(6.9)5(7.2) 16(1.5)

26(2.1) 40(3.3)6(3.6)7(4.1)11(5.1)
自動車

612(40.7)592(37.1)360(23.4)27(31.8)8(19.8)3(12.0)67(36.5)25(24.0)
9(12.2) 490(45.3)530(41.8)328(27.1)29(18.2)29(16.1)20(8.9) 自動二輪・原付

44(2.9)69(4.3)99(6.4)2(2.5)0.8(2.0) 9(4.7)3(2.8) 33(3.0)65(5.1)98(8.1)0.6(0.8)
0.1(0.1)0.2(0.1) 自転車

165(11.0)225(14.1)243(15.8)7(8.1)3(6.2) 22(12.0)18(17.6)9(12.3) 120(11.1)181(14.3)203(16.8)17(10.6)23(12.5)31(13.6)

0.4(1.4)

徒歩

289(19.2)407(25.5)483(31.5)24(28.1) 21(50.2)19(67.2) 40(21.8) 37(35.8)39(54.9) 134(12.4)232(18.3)271(22.4)91(57.7)117(63.7)154(67.9) その他

3(0.2)
0.5(0.6) 0.1(0.2)0.4(0.2) 0.2(0.2)1(0.1)

0.1(0.1)0.40.6(0.4)

0.8

不明

107(7.1)
13(15.3)
26(14.0)

60(5.6)
8(5.3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年平成2年平成12年平成22年

5～ 14歳15～64歳65～74歳75歳以上年齢計

合計2261831581,2101,2681,080721041842842841,5361,5961,505

男男男男性性性性 女女女女性性性性

単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％単位単位単位単位：：：：千千千千ﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾄﾘｯﾌﾟ゚゚゚ｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄｴﾝﾄﾞ゙゙゙////日日日日（（（（ ））））はははは構成比構成比構成比構成比：％：％：％：％



［通院に関するニーズ］

◯今は、車を使用しているが、将来、運転ができな

くなればバスが利用できるかが不安

（全体）

◯町内にバス路線が無く、町外の総合病院への

アクセスが不便

（北西部地域）

◯バス停が自宅より遠いため、バス利用が不便

（東部地域）

◯病院への往復が便利になるよう公共交通が必要

（中部地域）

◯バス停まで坂道を歩いて３０分以上かかるため、

自宅近くのバス停が必要

◯医療施設の再編による公共交通でのアクセスが

どのようになるのか心配

◯村外の病院に行くのに、人にお願いして送迎して

もらっている

◯村外の総合病院へ行くための費用が、医療費より

も高くなることがある

（南部地域）

病院の送迎バス（西の京病院ＨＰ）

広域通院ライン

（４） 県内の移動に関するニーズ

5資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料



◯自宅近くにバス停がほしい

（全体）

◯バス停が遠く、坂道にあるため、買い物の荷物をもって移動することは困難

（北西部地域）

◯自宅近くにバス停が無いため、バスを利用できない

◯買い物施設周辺にバス停が必要

（東部地域）

◯市の中心部から離れた地域では、バスを利用して買い物に行くことができない

（中部地域）

◯日常に必要な買い物を村外まで行くために、バスが必要

（南部地域）

「株式会社マルシメ（スーパーモールラッキー ）」と「ＮＰＯ法人

地域サポート仙北」による高齢者の買い物支援サービス （秋田県）写真：全国知事会ＨＰ
http://www.nga.gr.jp/tenbou/tayori/2011/02/post-1233.html

ショッピングセンターが運行する送迎バス（北海道札幌市）

［買い物に関するニーズ］

6

資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料



◯送迎の自家用車で駅前等が混雑している

◯駅から企業施設への送迎バスを運行しているが、連携するなどして

路線バス等を運行すれば、経費の縮減に繋がる

（北西部地域）

◯通勤・通学のため、最寄り駅まで、自家用車で送迎している

（東部地域）

◯高校の通学時間に合わせるため、毎日、自家用車で送迎している

◯子供が高校生になり、バス通学を始めたが、部活動後の帰りのバス

がなく、迎えに行く必要がある

（南部地域）

資料：五條高校ＨＰ高等学校の送迎バス（奈良県五條市）

企業（工場）への送迎バス

幼稚園の送迎バス福祉施設の送迎バス

［送迎に関するニーズ］

7

資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料



上北山村ＨＰより

十津川村観光協会ＨＰより

○ 点在する観光エリアを最短で巡るバスが

あれば便利

（北西部地域・東部地域）

○ 観光シーズンの専用巡回バスが、県内に

ほしい

（中部地域）

○ 日本一長いバス路線として積極的にＰＲ

を行い、観光客を増やすことで路線の維

持をしてほしい

（南部地域）

○ 観光客を誘致するには、最低一往復でも

路線バスが必要

（南部地域）

奈良公園ぐるっとバス奈良・西の京・斑鳩回遊ライン

［観光に関するニーズ］

8

資料：各地域交通協議会報告書、Ｈ２２交通調査補足資料



2 県内交通事業の現状2 県内交通事業の現状
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1.0

1.1

H3 H8 H13 H18 H23

実車走行キロ

経常費用

経常収益(補助金含)

輸送人員1.00 1.04 1.05 1.021.00 0.91 0.78 0.68 0.59
1.03

0.00.20.40.6
0.81.01.2

H2 H7 H12 H17 H22奈良県人口 路線バスの輸送人員

28.5%

31.1%

35.0%

45.9%

※奈良交通を対象に集計※各数値は、当該年度に算出した前年度の実績値資料：奈良交通（株）提供データ

２ 県内交通事業の現状２ 県内交通事業の現状

（１） ①路線バスの輸送人員、収支等の推移

○輸送人員の減少率が、実車走行キロの減少率よりも大きい。

○経常収益の減少率が、輸送人員の減少率よりも小さい。

【路線バスの輸送人員と実車走行キロ、収益と経費の推移（Ｈ３を１.０とした場合の比率）】

9

H9奈良交通運賃値上 H21奈良交通運賃値上

運賃値上げにより輸送人員減少による収益減をカバー
【路線バスの輸送人員と人口の推移】（Ｈ２を１とした場合の比率）

5,013万人
1,970万キロ960千万円874千万円
路線の休廃止が増加



0.8

1.8
1.6

0.2

0.8

1.1

1.6

1.8

1.0

2.1

2.0

3.2

4.4

0.5

0.5

0.4

0.2

1.71.71.71.7

3.43.43.43.4

4.04.04.04.0

7.37.37.37.3

8.28.28.28.2

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H3 H8 H13 H18 H23

国土交通省 奈良県 市町村 その他

（億円）

※各数値は、当該年度に算出した前年度の実績値※京都府、和歌山県、三重県は除外して集計※「その他」は住宅開発業者、学校、病院その他団体が含まれる注）億円単位での表記により数値が合わない場合がある資料：奈良交通（株）提供データ

（１） ②路線バスに対する補助金の推移

○平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年の補助金導入額補助金導入額補助金導入額補助金導入額は平成平成平成平成３３３３年年年年の４４４４．．．．７７７７倍倍倍倍にににに増加増加増加増加している。

○特に、奈良県補助奈良県補助奈良県補助奈良県補助はははは８８８８．．．．２２２２倍倍倍倍、市町村補助市町村補助市町村補助市町村補助はははは４４４４．．．．３３３３倍倍倍倍と大大大大きくきくきくきく増加増加増加増加している。

10

【路線バスの補助金額の推移】国の補助制度の変更 Ｈ２３補助金計
H3比で4.7倍

（8.2億円）に増加Ｈ２３市町村
H3比で4.3倍

（4.4億円）に増加Ｈ２３奈良県
H3比で8.2倍

（1.8億円）に増加Ｈ２３国土交通省
H13比で1.9倍

（1.6億円）に増加



コミュニティバス路線数の推移
31 39 45 45 50 51 54 61 66 69 78 8531 37 38 38 39 43 47 47 51 54 55 5662 76 83 83 89 94 101 108 117 123 133 141

050100150200
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24路線数 無償運行有償運行 《有償旅客運送にかかる財源内訳》○有償運送にかかる運行経費は、約６億円。○運行経費にかかる財源としては①特別交付税 （４５．０％）②一般財源 （２０．６％）③運賃収入等 （１５．５％）④国庫補助金 （５．４％）⑤その他の国等交付金（５．１％） の順。

◯市町村が主体となるコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの導入導入導入導入がががが年年年年々々々々増加増加増加増加し、現在、有償運送有償運送有償運送有償運送は２０２０２０２０市町村市町村市町村市町村で

８５８５８５８５路線路線路線路線が運行運行運行運行されている。

◯有償運送の年間利用者数年間利用者数年間利用者数年間利用者数は約約約約６５６５６５６５.６６６６万人万人万人万人。その運行経費運行経費運行経費運行経費は約約約約６６６６億円億円億円億円。

◯有償運送にかかる運行経費の財源は、運行経費の約８０％（内運賃収入は１５％）が特別交

付税などで充当されている。

※無償運行については15市町村56路線運行されている※停留所数は、路線で重複。御杖村は有償運送に算入資料：平成24年度奈良県道路・交通環境課調べ（平成23年度実績）

区分 市町村数 路線数 隣接市町村への乗入路線数 系統数 停留所数（箇所） H23利用者数 H23運行収支（千円）人／日 人／年 支出 収入 欠損有償運送
旧２１条許可 1 1 1 4 35 85 31,143 10,198 3,865 6,333４条許可（乗合）＜コミュニティバス等＞ 8 18 3 34 419 1,422 410,771 221,104 50,973 170,131 ４条許可（乗合）＜デマンド型乗合タクシー等＞ 5 7 1 6 278 113 20,373 36,951 5,220 31,731 ７９条許可＜市町村有償運送＞ 10 57 7 92 1,102 578 184,108 334,444 32,609 301,835 ７９条許可＜過疎地有償運送＞ 1 2 1 2 52 38 9,264 7,594 2,099 5,495 有償運送合計 85 13 138 1,886 2,236 655,659 610,291 94,766 515,525

（２） コミュニティバスの運行・利用状況

【コミュニティバス・乗合タクシーの運行状況、利用状況】
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【コミュニティバス等路線数の推移】 一般財源
20.6%その他の国等交付金 5.1%過疎債 4.6

%国庫補助金5.
4%運賃収入等

15.5%

特別交付税
45.0%

平成23年度実績
普通交付税
3.7%



141179
34414080120160200

平成元年2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
近鉄 JR（百万人/年）

1,169 1,185 1,224 1,223 1,222 1,224 1,237 1,245 1,243 1,232 1,193991 1003 1004 993 1006 1020 1016 960 891 917932 925 923 896 915 928 922 891 865 883 8418188009001,0001,1001,2001,300
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

車両数（両） 輸送人員（万人） 運送収入（千万円）車両数（両）輸送人員（万人）運送収入（千万円）

14（３７２） 1（３）1（1）4（３１）2（２）2（１１） 1（1）
1（１）1（４）

2（2）2（６）4（３５）
1（５）

1（２）

３（８６）１（１７） ３（２９）２（２４） １（５）５（５４）３（１９） ２（３０）１（３） ５（６４）
１（４）３（２１）１（２）８（１１３）１（１３）

○県内鉄道駅における乗車人員は近鉄、ＪＲとも減少傾向と

なっている。

参考：その他の県内交通事業の現状

【県内鉄道駅における年間乗車人員の推移】

資料：奈良県のタクシーの現況※奈良市域交通圏、生駒交通圏、中部交通圏は特定地域上段：市町村別営業所数（下段）：市町村別車両数（ジャンボ・セダン車両数）
平城遷都一三〇〇年記念事業

①鉄道
①鉄道

○県内のタクシーは直近の平成22年から23年にかけては輸送

人員、運送収入、車両数、いずれも減少傾向となっている。

②タクシー
②タクシー

H3ピーク179
H8ピーク41

【奈良県における輸送人員等の推移（法人）】
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【タクシー事業者数（営業所数、車両数）】

平成３年から
約21%減少平成８年から
約18%減少

資料：奈良県のタクシーの現況

資料：奈良県統計年鑑


